
昭
和
四
十
五
年
運
輸
省
令
第
六
十
六
号

タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則

タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
臨
時
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
タ
ク
シ
ー
業
務

適
正
化
臨
時
措
置
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
用
語
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
で
使
用
す
る
用
語
は
、
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
七
十
五

号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
指
定
地
域
の
指
定
の
要
請
）

第
一
条
の
二
　
法
第
二
条
の
二
第
四
項
か
ら
第
六
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
二
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
指
定
地
域
の
指
定
を
要
請
し
よ
う
と
す
る
特
定
地
域
及
び
準
特
定
地
域
に
お

け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第

六
十
四
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
、
都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
要
請
書
を
国
土
交
通
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
指
定
を
要
請
す
る
地
域

二
　
指
定
を
要
請
す
る
理
由

三
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項

（
原
簿
）

第
二
条
　
原
簿
の
様
式
は
、
第
一
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

（
登
録
申
請
書
）

第
三
条
　
法
第
五
条
第
二
項
の
申
請
書
の
様
式
は
、
第
二
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
前
項
の
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
書
面
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
証
す
べ
き
事

項
に
つ
き
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
書
面
と
す
る
。

一
　
法
第
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
　
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十
一
号
）
に
基

づ
く
住
民
票
の
写
し

二
　
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
で
な
い
こ
と
　
雇
用
の
日
、
期
間
を
定
め
て
使
用
さ
れ
る
と
き
は

そ
の
期
間
、
試
み
の
使
用
期
間
を
定
め
て
使
用
さ
れ
る
と
き
は
そ
の
期
間
及
び
賃
金
の
支
払
方
法
が
記
載
さ
れ

て
い
る
雇
用
契
約
書
の
写
し
又
は
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
こ
れ
ら
の
事
項
を
証
す
る
書
面

三
　
法
第
七
条
第
一
項
第
三
号
に
該
当
す
る
者
で
な
い
こ
と
　
第
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
講
習
を
修
了
し

た
こ
と
を
証
す
る
書
面

四
　
法
第
七
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当
す
る
者
で
な
い
こ
と
　
第
三
号
様
式
の
運
転
経
歴
書
又
は
第
三
十
九
条
第

四
項
の
合
格
証
の
写
し

五
　
法
第
七
条
第
一
項
第
五
号
に
該
当
す
る
者
で
な
い
こ
と
　
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
そ
の
旨
を
証
す
る
書
面

３
　
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
申
請
書
に
添
付
す
べ
き
申
請
者
の
写
真
は
、
申
請
前
六
月
以
内
に

撮
影
し
た
縦
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
単
独
、
無
帽
、
正
面
、
無
背
景
の
顔
写
真
で
そ
の

裏
面
に
氏
名
及
び
撮
影
年
月
日
を
記
入
し
た
も
の
（
以
下
「
申
請
用
写
真
」
と
い
う
。
）
と
す
る
。

（
法
第
七
条
第
一
項
第
三
号
の
講
習
）

第
三
条
の
二
　
法
第
七
条
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
講
習
は
、
次
に
掲
げ
る
基
準
に
適
合
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
地
方
運
輸
局
長
の
認
定
を
受
け
た
講
習
と
す
る
。

一
　
講
習
を
実
施
す
る
者
の
職
員
、
講
習
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計

画
が
講
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
講
習
を
実
施
す
る
者
が
前
号
の
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
に
足
り
る
経
理

的
基
礎
及
び
技
術
的
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
請
書
に
告
示
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
添

付
し
て
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
た
講
習
を
実
施
す
る
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
は
、
地
方

運
輸
局
長
が
公
示
す
る
。

（
運
転
の
経
歴
）

第
四
条
　
法
第
七
条
第
一
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
運
転
の
経
歴
は
、
当
該
指
定
地
域
内
に
お
い
て
登

録
の
申
請
前
二
年
以
内
に
通
算
九
十
日
以
上
タ
ク
シ
ー
又
は
ハ
イ
ヤ
ー
の
運
転
者
で
あ
つ
た
こ
と
と
す
る
。

（
登
録
事
項
の
変
更
等
の
届
出
）

第
五
条
　
法
第
八
条
第
一
項
の
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
四
号
様
式
に
よ
る
届
出
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
出
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
届
出
を
す
べ
き
場
合
の
区
分
に
従
い
、
同

表
の
中
欄
に
掲
げ
る
書
面
を
、
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
添
付
し
、
又
は
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

届
出
を
す
べ
き
場
合

書
面

添

付

又

は

提

示

の
別

一
　
法
第
五
条
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
。

第
三
条
第
二
項
第
一
号

に
掲
げ
る
書
面

添
付

二
　
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
雇
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
た
め
法
第
五
条
第
二
項
第

二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
。

第
三
条
第
二
項
第
二
号

に
掲
げ
る
書
面

添
付

三
　
法
第
五
条
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
。

第
二
種
運
転
免
許
に
係

る
運
転
免
許
証

提
示

四
　
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
条
第
五
項
、
第
百

三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
運

転
免
許
の
効
力
が
停
止
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す

る
こ
と
と
な
つ
た
と
き
。

運
転
免
許
停
止
処
分
通

知
書
又
は
仮
停
止
処
分

通
知
書

提
示

五
　
法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
効
力
が
停
止
さ
れ
て
い
る
場
合
に

お
い
て
、
同
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
由
の
存
続
す
る
期
間
が
短
縮
さ
れ

た
と
き
。

第
二
種
運
転
免
許
に
係

る
運
転
免
許
証

提
示

（
行
政
区
画
の
名
称
等
の
変
更
）

第
六
条
　
行
政
区
画
又
は
土
地
の
名
称
の
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該
行
政
区
画
又
は
土
地
の
名
称
に
係
る
登
録

は
、
変
更
後
の
行
政
区
画
又
は
土
地
の
名
称
に
変
更
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

（
更
正
登
録
）

第
七
条
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
登
録
を
完
了
し
た
後
、
そ
の
登
録
に
つ
い
て
地
方
運
輸
局
長
の
過
誤
に
基
づ
か
な
い

錯
誤
又
は
脱
落
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
登
録
運
転
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２
　
登
録
運
転
者
は
、
前
項
の
通
知
が
あ
つ
た
と
き
、
又
は
そ
の
登
録
に
つ
い
て
錯
誤
若
し
く
は
脱
落
が
あ
る
こ
と

を
発
見
し
た
と
き
は
、
第
五
号
様
式
の
更
正
登
録
申
請
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
前
項
の
申
請
を
受
理
し
た
と
き
は
、
更
正
の
登
録
を
し
、
運
転
者
証
の
記
載
の
更
正
を
要

す
る
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
そ
の
者
を
雇
用
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
登
録
を
完
了
し
た
後
、
そ
の
登
録
に
つ
い
て
地
方
運
輸
局
長
の
過
誤
に
基
づ
く
錯
誤
又
は

脱
落
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
更
正
の
登
録
を
し
、
そ
の
旨
を
当
該
登
録
運
転
者
（
運
転
者
証
の
記
載

の
更
正
を
要
す
る
場
合
に
は
、
当
該
登
録
運
転
者
及
び
そ
の
者
を
雇
用
す
る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
）
に
通
知
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
の
重
大
な
事
故
）

第
七
条
の
二
　
法
第
九
条
第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
重
大
な
事
故
は
、
自
動
車
事
故
報
告
規
則

（
昭
和
二
十
六
年
運
輸
省
令
第
百
四
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
事
故
の
う
ち
、
運
転
者
が
勤
務
時
間
中
に
事
業
用

自
動
車
の
運
行
に
よ
り
引
き
起
こ
し
た
も
の
と
す
る
。

（
登
録
の
消
除
）

第
八
条
　
法
第
十
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
二
年
と
す
る
。

２
　
登
録
の
消
除
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
六
号
様
式
に
よ
る
登
録
消
除
申
請
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
登
録
の
効
力
の
停
止
）

第
九
条
　
法
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
道
路
交
通
法
第
九
十
条
第
五
項
、
第

百
三
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
又
は
第
百
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
運
転
者
の
運
転
免
許
の

効
力
が
四
十
日
未
満
の
期
間
を
定
め
て
停
止
さ
れ
た
こ
と
と
す
る
。

（
タ
ク
シ
ー
運
転
者
登
録
原
簿
の
保
存
期
間
）

第
九
条
の
二
　
法
第
十
一
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
登
録
の
消
除
の
日
か
ら
二
年
間
と
す
る
。

（
原
簿
の
謄
本
等
）

第
十
条
　
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
原
簿
の
謄
本
の
交
付
又
は
閲
覧
を
請
求
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
七

号
様
式
に
よ
る
謄
本
交
付
（
閲
覧
）
請
求
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
転
者
証
の
様
式
及
び
交
付
）

第
十
一
条
　
運
転
者
証
の
様
式
は
、
第
八
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
運
転
者
証
の
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
九
号
様
式
に
よ
る
運
転
者
証

交
付
申
請
書
に
当
該
登
録
運
転
者
の
申
請
用
写
真
を
添
附
し
て
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
運
転
者
証
は
、
登
録
運
転
者
ご
と
に
、
一
枚
を
限
り
、
交
付
す
る
。

（
運
転
者
証
の
表
示
）

第
十
二
条
　
運
転
者
証
は
、
タ
ク
シ
ー
の
前
面
ガ
ラ
ス
の
内
側
に
、
運
転
者
証
の
表
を
タ
ク
シ
ー
の
外
部
に
、
裏
を

内
部
に
向
け
て
、
利
用
者
に
見
易
い
よ
う
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
転
者
証
の
記
載
事
項
の
訂
正
）

第
十
三
条
　
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
運
転
者
証
の
記
載
事
項
の
訂
正
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
十
号
様
式

に
よ
る
運
転
者
証
訂
正
申
請
書
に
当
該
申
請
に
係
る
運
転
者
証
及
び
当
該
登
録
運
転
者
の
申
請
用
写
真
を
添
付
し

て
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
運
転
者
証
の
再
交
付
）

第
十
四
条
　
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
運
転
者
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
十
号
様
式
に
よ
る
運

転
者
証
再
交
付
申
請
書
に
当
該
申
請
に
係
る
運
転
者
証
（
当
該
運
転
者
証
を
失
つ
た
と
き
は
、
そ
の
事
実
を
証
す

る
書
面
）
及
び
当
該
登
録
運
転
者
の
申
請
用
写
真
を
添
附
し
て
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
、
運
転
者
証
の
再
交
付
を
受
け
た
後
、
失
な
つ
た
運
転
者
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
発
見

し
た
運
転
者
証
を
直
ち
に
地
方
運
輸
局
長
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
法
第
十
八
条
の
二
の
講
習
）

第
十
四
条
の
二
　
法
第
十
八
条
の
二
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
講
習
は
、
第
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
受

け
た
講
習
と
す
る
。

（
登
録
運
転
者
業
務
経
歴
証
明
書
）

第
十
四
条
の
三
　
法
第
十
八
条
の
三
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
過
去
二
年
以
内
に
お
け
る
第
七
条
の
二
に
規
定
す
る
重
大
な
事
故
の
有
無
及
び
当
該
事
故
を
引
き
起
こ
し
た

場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
内
容

二
　
過
去
二
年
以
内
に
お
け
る
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
取
消
し
の
有
無
並
び
に
当
該
登
録
の
取

消
し
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
事
由
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
行
わ
な
い
こ
と
と
さ

れ
た
期
間

三
　
過
去
二
年
以
内
に
お
け
る
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
の
有
無
及
び
当
該
処
分
を
受
け
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
行
わ
な
い
こ
と
と
さ
れ
た
期
間

四
　
過
去
二
年
以
内
に
お
け
る
法
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
命
令
の
有
無
及
び
当
該
命
令
を
受
け
た
場
合
に

あ
つ
て
は
、
そ
の
事
由

２
　
法
第
十
八
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
運
転
者
業
務
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者

は
、
第
十
号
様
式
の
二
に
よ
る
登
録
運
転
者
業
務
経
歴
証
明
書
交
付
申
請
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

３
　
登
録
運
転
者
業
務
経
歴
証
明
書
の
様
式
は
、
第
十
号
様
式
の
三
の
と
お
り
と
す
る
。

（
登
録
実
施
機
関
が
登
録
事
務
等
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
十
五
条
　
登
録
実
施
機
関
が
登
録
事
務
等
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
五
条
第
一
項
、
第
七
条
、
第
八
条
第
二
項
、

第
十
条
、
第
十
一
条
第
二
項
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
及
び
前
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

の
規
定
中
「
地
方
運
輸
局
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
登
録
実
施
機
関
」
と
す
る
。

（
登
録
実
施
機
関
の
登
録
の
申
請
）

第
十
六
条
　
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申

請
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
又
は
法
人
で
な
い
団
体
で
代
表
者
若
し
く
は
管
理
人
の
定
め
の
あ
る

も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
団
体
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
法
人
の
代
表
者
又
は
団
体
の
代
表

者
若
し
く
は
管
理
人
の
氏
名

二
　
申
請
に
係
る
単
位
地
域
の
名
称

三
　
登
録
事
務
等
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

四
　
事
務
所
ご
と
の
登
録
事
務
等
を
行
お
う
と
す
る
範
囲

五
　
登
録
事
務
等
の
開
始
の
予
定
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

ロ
　
役
員
の
名
簿
及
び
履
歴
書

二
　
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
団
体
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
前
号
イ
に
掲
げ
る
書
類
に
準
ず
る
も
の

ロ
　
代
表
者
又
は
管
理
人
の
履
歴
書

三
　
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類

イ
　
住
民
票
の
写
し

ロ
　
履
歴
書

四
　
法
第
十
九
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適
合
す
る
旨
を
証
す
る
書
類

五
　
法
第
十
九
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
旨
を
証
す
る
書
類

３
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
登
録
の
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
前
項
に
規
定
す
る
書
類
の
ほ
か
、
必
要

な
書
類
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
実
施
機
関
登
録
簿
の
記
載
事
項
）

第
十
六
条
の
二
　
法
第
十
九
条
第
四
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
登
録
実
施
機
関
が
登
録
事
務
等
を
行
う
事
務
所
の
名
称

二
　
事
務
所
ご
と
の
登
録
事
務
等
を
行
う
範
囲

三
　
登
録
事
務
等
の
開
始
の
予
定
日

（
登
録
の
更
新
）

第
十
六
条
の
三
　
第
十
六
条
の
規
定
は
、
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
更
新
の
申
請
に
つ
い
て
準
用

す
る
。

（
登
録
実
施
機
関
の
登
録
の
有
効
期
間
）

第
十
六
条
の
四
　
法
第
二
十
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
五
年
と
す
る
。

（
登
録
事
務
等
の
実
施
方
法
）

第
十
六
条
の
五
　
法
第
二
十
一
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
と
す
る
。

一
　
登
録
実
施
機
関
は
、
登
録
の
事
務
を
行
う
に
あ
た
り
、
申
請
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
第
三
条
第
一
項
の
申
請
書

及
び
同
条
第
二
項
の
書
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
に
よ
り
、
申
請
者
が
法
第
七
条
第
一
項
各
号
に
該
当
す
る

者
で
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
登
録
を
行
う
こ
と
。

二
　
登
録
実
施
機
関
は
、
前
号
に
規
定
す
る
も
の
で
は
十
分
に
確
認
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
申
請
者
に

対
す
る
質
問
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
十
分
に
調
査
を
行
う
こ
と
。

三
　
登
録
事
務
等
に
関
し
て
知
り
得
た
情
報
の
管
理
及
び
秘
密
の
保
持
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
）

第
十
七
条
　
登
録
実
施
機
関
は
、
法
第
二
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と

す
る
事
項
及
び
期
日
を
記
載
し
た
届
出
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
務
等
規
程
）

第
十
八
条
　
法
第
二
十
三
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
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一
　
登
録
事
務
等
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

二
　
登
録
事
務
等
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地
に
関
す
る
事
項

三
　
登
録
事
務
等
に
関
す
る
料
金
及
び
そ
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

四
　
登
録
事
務
等
の
方
法
に
関
す
る
事
項

五
　
原
簿
及
び
帳
簿
の
管
理
に
関
す
る
事
項

六
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
登
録
事
務
等
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

２
　
登
録
実
施
機
関
は
、
法
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
事
務
等
規
程
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
、
理
由
及
び
期
日
を
記
載
し
た
申
請
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
磁
的
方
法
）

第
十
九
条
　
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ

た
事
項
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。

２
　
法
第
二
十
六
条
第
二
項
第
四
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し

た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
つ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、
受

信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

二
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る

物
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

３
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
る
書
面
を
作
成
で
き
る

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
事
務
等
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
）

第
二
十
条
　
登
録
実
施
機
関
は
、
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
事
務
等
の
全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止

の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
登
録
事
務
等
の
範
囲

二
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

三
　
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
期
間

四
　
休
止
又
は
廃
止
の
理
由

（
帳
簿
）

第
二
十
一
条
　
登
録
実
施
機
関
は
、
登
録
事
務
等
を
行
う
事
務
所
ご
と
に
法
第
三
十
一
条
の
帳
簿
を
備
え
、
登
録
事

務
等
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
一
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
各
月
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
件
数
又
は
枚
数
と
す
る
。

一
　
法
第
四
条
か
ら
法
第
十
二
条
ま
で
（
法
第
九
条
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、

次
に
掲
げ
る
件
数
又
は
枚
数

イ
　
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
申
請
の
件
数
、
登
録
を
し
た
件
数
及
び
登
録
を
拒
否
し
た
件
数

ロ
　
法
第
八
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
ご
と
の
同
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
受
理
の
件
数

ハ
　
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
の
消
除
の
件
数
及
び
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
場
合
の
件
数

ニ
　
法
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
原
簿
の
謄
本
の
交
付
の
件
数
及
び
枚
数
並
び
に
閲
覧
の
件
数

二
　
法
第
十
四
条
か
ら
法
第
十
七
条
ま
で
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
件
数

イ
　
法
第
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
運
転
者
証
の
交
付
の
件
数

ロ
　
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
運
転
者
証
の
訂
正
の
件
数

ハ
　
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
運
転
者
証
の
返
納
の
件
数

ニ
　
法
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
運
転
者
証
の
再
交
付
の
件
数

三
　
法
第
十
八
条
の
三
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
運
転
者

業
務
経
歴
証
明
書
の
交
付
の
件
数
及
び
枚
数

四
　
法
第
四
十
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
務
を
行
う
場
合
に
あ
つ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
件
数

イ
　
法
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
乗
務
証
の
交
付
の
件
数

ロ
　
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
乗
務
証
の
訂
正
の
件
数

ハ
　
第
三
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
乗
務
証
の
返
納
の
件
数

ニ
　
第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
乗
務
証
の
再
交
付
の
件
数

（
登
録
事
務
等
の
引
継
ぎ
等
）

第
二
十
一
条
の
二
　
登
録
実
施
機
関
は
、
法
第
三
十
二
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
登
録
事
務
等
を
地
方
運
輸
局
長
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

二
　
原
簿
及
び
帳
簿
を
地
方
運
輸
局
長
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。

三
　
そ
の
他
地
方
運
輸
局
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

（
登
録
等
の
手
数
料
）

第
二
十
二
条
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
は
、
地
方
運
輸
局
長
が
登
録
事
務
等
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
の
手
数
料
を
地
方
運
輸
局
長
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

手
数
料
を
納
付
す
べ
き
者

金
額

一
　
原
簿
へ
の
登
録
の
申
請
を
す
る
者

一
件
に
つ
き

千
七
百
円

二
　
原
簿
の
謄
本
の
交
付
の
請
求
を
す
る
者

一
枚
に
つ
き

四
百
円

三
　
原
簿
の
閲
覧
の
請
求
を
す
る
者

一
件
に
つ
き

四
百
円

四
　
運
転
者
証
の
交
付
を
申
請
す
る
者

一
件
に
つ
き

千
七
百
円

五
　
運
転
者
証
の
訂
正
を
申
請
す
る
者

一
件
に
つ
き

千
百
円

六
　
運
転
者
証
の
再
交
付
を
申
請
す
る
者

一
件
に
つ
き

千
七
百
円

七
　
登
録
運
転
者
業
務
経
歴
証
明
書
の
交
付
を
申
請
す
る
者

一
枚
に
つ
き

四
百
円

（
適
正
化
事
業
実
施
機
関
の
指
定
の
申
請
）

第
二
十
二
条
の
二
　
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
の
申
請
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
事
項
を
記

載
し
た
申
請
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
名
称
及
び
住
所

二
　
申
請
に
係
る
特
定
指
定
地
域
の
名
称

三
　
適
正
化
業
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
所
在
地

四
　
適
正
化
業
務
の
開
始
の
予
定
日

２
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

二
　
最
近
の
事
業
年
度
に
お
け
る
貸
借
対
照
表

三
　
役
員
の
名
簿
及
び
履
歴
書

四
　
指
定
の
申
請
に
関
す
る
意
思
の
決
定
を
証
す
る
書
類

五
　
法
第
三
十
五
条
第
六
号
に
該
当
し
な
い
旨
を
証
す
る
書
類

（
適
正
化
事
業
実
施
機
関
の
名
称
等
の
変
更
の
届
出
）

第
二
十
二
条
の
三
　
適
正
化
事
業
実
施
機
関
は
、
法
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
期
日
を
記
載
し
た
届
出
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
適
正
化
業
務
に
係
る
事
業
計
画
等
）

第
二
十
三
条
　
適
正
化
事
業
実
施
機
関
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
、
収
支
予
算
及
び
資

金
計
画
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
事
業
計
画
、
収
支
予
算
及
び
資
金
計
画
を
記
載
し
た
申
請
書

を
毎
事
業
年
度
開
始
の
日
の
十
五
日
前
ま
で
に
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
適
正
化
事
業
実
施
機
関
は
、
法
第
三
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
計
画
、
収
支
予
算
又
は
資
金
計
画
の

変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項
及
び
理
由
を
記
載
し
た
申
請
書
を
地
方
運

輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3



（
負
担
金
）

第
二
十
四
条
　
適
正
化
事
業
実
施
機
関
は
、
法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
負
担
金
の
額
及
び
徴
収
方
法
の

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
負
担
金
の
額
及
び
徴
収
方
法
を
記
載
し
た
申
請
書
に
負
担
金
の
額
の
算
出
基

礎
を
記
載
し
た
書
類
を
添
附
し
て
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
法
第
三
十
七
条
第
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
率
は
、
一
万
分
の
四
と
す
る
。

３
　
法
第
三
十
七
条
第
五
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
由
は
、
天
災
そ
の
他
負
担
金
を
納
付
し
な
い
こ
と
に
つ

い
て
の
や
む
を
得
な
い
事
由
と
す
る
。

（
区
分
経
理
の
方
法
）

第
二
十
五
条
　
適
正
化
事
業
実
施
機
関
は
、
適
正
化
業
務
に
関
す
る
経
理
に
つ
い
て
特
別
の
勘
定
を
設
け
、
適
正
化

業
務
以
外
の
業
務
に
関
す
る
経
理
と
区
分
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
適
正
化
事
業
実
施
機
関
は
、
適
正
化
業
務
と
適
正
化
業
務
以
外
の
業
務
の
双
方
に
関
連
す
る
収
入
及
び
費
用
に

つ
い
て
は
、
適
正
な
基
準
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
に
配
分
し
て
経
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
適
正
化
事
業
諮
問
委
員
会
の
委
員
の
任
命
）

第
二
十
六
条
　
適
正
化
事
業
実
施
機
関
は
、
法
第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
適
正
化
事
業
諮
問
委
員
会
の
委

員
の
任
命
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
任
命
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
履
歴
を
記
載
し
た
申
請
書

を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
任
命
し
よ
う
と
す
る
者
が
、
タ
ク
シ

ー
事
業
者
が
組
織
す
る
団
体
が
推
薦
す
る
者
又
は
タ
ク
シ
ー
の
運
転
者
が
組
織
す
る
団
体
が
推
薦
す
る
者
で
あ
る

と
き
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
団
体
が
推
薦
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
役
員
の
選
任
及
び
解
任
）

第
二
十
六
条
の
二
　
適
正
化
事
業
実
施
機
関
は
、
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
正
化
業
務
に
従
事

す
る
役
員
の
選
任
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
選
任
し
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
履
歴
を
記
載
し
た

申
請
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
適
正
化
事
業
実
施
機
関
は
、
法
第
三
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
適
正
化
業
務
に
従
事
す
る
役
員
の
解

任
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
解
任
し
よ
う
と
す
る
役
員
の
氏
名
及
び
解
任
の
理
由
を
記
載
し
た
申
請

書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
タ
ク
シ
ー
乗
場
及
び
タ
ク
シ
ー
乗
車
禁
止
地
区
の
指
定
）

第
二
十
七
条
　
法
第
四
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
設
置
す
る
標
識
は
、
次
の
場
所
に
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
タ
ク
シ
ー
乗
場
を
示
す
標
識
に
あ
つ
て
は
、
タ
ク
シ
ー
乗
場

二
　
旅
客
の
タ
ク
シ
ー
へ
の
乗
車
を
禁
止
す
る
地
区
及
び
時
間
を
示
す
標
識
に
あ
つ
て
は
、
旅
客
の
タ
ク
シ
ー
へ

の
乗
車
を
禁
止
す
る
地
区
の
境
界
に
お
け
る
道
路
の
路
端
そ
の
他
の
必
要
な
地
点

２
　
前
項
第
一
号
の
標
識
の
様
式
は
、
第
十
一
号
様
式
の
と
お
り
と
し
、
同
項
第
二
号
の
標
識
の
様
式
は
、
第
十
二

号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

（
タ
ク
シ
ー
等
に
関
す
る
届
出
）

第
二
十
八
条
　
法
第
四
十
四
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第

百
八
十
五
号
）
に
よ
る
自
動
車
登
録
番
号
、
タ
ク
シ
ー
又
は
ハ
イ
ヤ
ー
の
別
、
車
名
及
び
所
属
営
業
所
の
名
称
と

す
る
。

（
タ
ク
シ
ー
で
あ
る
旨
の
表
示
等
）

第
二
十
九
条
　
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
表
示
事
項
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

し
、
別
表
の
例
に
よ
り
表
示
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
タ
ク
シ
ー
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
「
タ
ク
シ
ー
」
又
は
「
Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
」

二
　
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
（
当
該
許
可
を
受
け
る
個
人
の
み
が
自
動
車
を
運
転
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
事
業
を

行
な
う
べ
き
旨
の
条
件
の
附
さ
れ
た
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
を
受
け
た
者
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
タ
ク
シ
ー
に
あ
つ
て
は
、
「
個
人
」
及
び
「
タ
ク
シ
ー
」
又
は
「
Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
」

２
　
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
装
置
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
表
示
し
た
表
示
灯

と
し
、
別
表
の
例
に
よ
り
装
着
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
タ
ク
シ
ー
（
次
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
あ
つ
て
は
、
「
タ
ク
シ
ー
」
、
「
Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
」
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
名
称
若
し
く
は
記
号
又
は
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
所
属
す
る
団
体
の
名
称
若
し
く
は
記
号

二
　
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
タ
ク
シ
ー
に
あ
つ
て
は
、
「
個
人
」

三
　
地
方
運
輸
局
長
が
指
示
す
る
タ
ク
シ
ー
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
指
示
す
る
事
項

３
　
法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
他
の
法
令
の
規
定
に
よ
り
自
動
車
に
前
二
項
の

表
示
事
項
又
は
装
置
に
類
似
す
る
も
の
を
表
示
し
、
又
は
装
着
す
る
場
合
及
び
指
定
地
域
外
の
営
業
所
に
配
置
す

る
タ
ク
シ
ー
若
し
く
は
ハ
イ
ヤ
ー
又
は
指
定
地
域
外
に
あ
る
そ
の
他
の
自
動
車
に
前
二
項
の
表
示
事
項
若
し
く
は

装
置
又
は
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
も
の
を
表
示
し
、
又
は
装
着
す
る
場
合
と
す
る
。

（
事
業
者
乗
務
証
の
様
式
及
び
交
付
）

第
三
十
条
　
事
業
者
乗
務
証
の
様
式
は
、
第
十
三
号
様
式
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
事
業
者
乗
務
証
の
交
付
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
十
四
号
様
式
に
よ
る
事
業
者
乗
務
証
交
付
申
請
書
を

地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
申
請
用
写
真
を
添
附
し
、
か
つ
、
そ
の
者
が
受
け

て
い
る
第
二
種
運
転
免
許
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
者
乗
務
証
の
記
載
事
項
の
訂
正
）

第
三
十
一
条
　
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
、
交
付
を
受
け
て
い
る
事
業
者
乗
務
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き

は
、
直
ち
に
そ
の
訂
正
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
乗
務
証
の
記
載
事
項
の
訂
正
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
十
五
号
様
式
に
よ
る
事
業
者
乗
務
証
訂
正

申
請
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
事
業
者
乗
務
証
及
び
当
該
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
申
請
用
写
真
を
添
附
し
、
か

つ
、
訂
正
を
受
け
よ
う
と
す
る
記
載
事
項
が
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
運
転

免
許
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
者
乗
務
証
の
返
納
）

第
三
十
二
条
　
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
を
行
な
わ
な
い
こ
と
と
な
つ
た
と
き
は
、
直
ち
に
事
業
者
乗

務
証
を
地
方
運
輸
局
長
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
者
乗
務
証
の
再
交
付
）

第
三
十
三
条
　
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
、
事
業
者
乗
務
証
を
よ
ご
し
、
損
じ
、
又
は
失
つ
た
と
き
は
、
そ
の
再
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
事
業
者
乗
務
証
の
再
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
十
五
号
様
式
に
よ
る
事
業
者
乗
務
証
再
交
付
申
請
書

を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
前
項
の
申
請
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
申
請
に
係
る
事
業
者
乗
務
証
（
当
該
事
業
者
乗
務
証
を
失
つ
た
と
き

は
、
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
面
）
及
び
当
該
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
申
請
用
写
真
を
添
附
し
、
か
つ
、
そ
の
者
が
受

け
て
い
る
第
二
種
運
転
免
許
に
係
る
運
転
免
許
証
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
者
乗
務
証
の
譲
渡
等
の
禁
止
）

第
三
十
四
条
　
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
、
事
業
者
乗
務
証
を
他
人
に
譲
り
渡
し
、
又
は
貸
与
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
準
用
規
定
）

第
三
十
五
条
　
第
十
一
条
第
三
項
、
第
十
二
条
及
び
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
は
、
事
業
者
乗
務
証
の
交
付
、
表
示

又
は
返
納
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
登
録
実
施
機
関
が
事
業
者
乗
務
証
の
交
付
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
三
十
六
条
　
登
録
実
施
機
関
が
事
業
者
乗
務
証
の
交
付
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
十
条
第
二
項
、
第
三
十
一
条

第
二
項
、
第
三
十
二
条
及
び
第
三
十
三
条
第
二
項
並
び
に
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
地
方
運
輸
局
長
」
と
あ
る
の
は
、
「
登
録
実
施
機
関
」
と
す
る
。

（
事
業
者
乗
務
証
の
交
付
等
の
手
数
料
）

第
三
十
七
条
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
は
、
地
方
運
輸
局
長
が
登
録
事
務
等
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
金
額
の
手
数
料
を
地
方
運
輸
局
長
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

手
数
料
を
納
付
す
べ
き
者

金
額

一
　
事
業
者
乗
務
証
の
交
付
を
申
請
す
る
者

一
件
に
つ
き

千
七
百
円

二
　
事
業
者
乗
務
証
の
訂
正
を
申
請
す
る
者

一
件
に
つ
き

千
百
円
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三
　
事
業
者
乗
務
証
の
再
交
付
を
申
請
す
る
者

一
件
に
つ
き

千
七
百
円

（
不
正
表
示
に
該
当
し
な
い
場
合
）

第
三
十
八
条
　
法
第
四
十
七
条
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
登
録
運
転
者
が
旅
客
の
運
送
を
目
的
と
し
な

い
で
乗
務
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
に
そ
の
者
に
係
る
運
転
者
証
を
表
示
す
る
場
合
及
び
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が
旅
客
の

運
送
を
目
的
と
し
な
い
で
乗
務
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー
に
そ
の
者
に
係
る
事
業
者
乗
務
証
を
表
示
す
る
場
合
と
す

る
。

（
輸
送
の
安
全
及
び
利
用
者
の
利
便
の
確
保
に
関
す
る
試
験
）

第
三
十
九
条
　
法
第
四
十
八
条
第
一
項
の
輸
送
の
安
全
及
び
利
用
者
の
利
便
の
確
保
に
関
す
る
試
験
（
以
下
「
試

験
」
と
い
う
。
）
は
、
タ
ク
シ
ー
事
業
に
係
る
法
令
、
安
全
及
び
接
遇
に
関
し
告
示
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
知

識
に
つ
い
て
筆
記
試
験
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２
　
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
十
六
号
様
式
に
よ
る
受
験
申
請
書
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３
　
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
試
験
を
受
け
る
際
に
運
転
免
許
証
そ
の
他
の
そ
の
者
が
受
験
申
請
を
し
た
者

で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面
を
地
方
運
輸
局
長
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
、
第
十
七
号
様
式
に
よ
る
合
格
証
を
交
付
す
る
。

５
　
試
験
の
合
格
の
効
力
は
、
試
験
に
合
格
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
た
日
以
後
は
、
失
効
す
る
。

６
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
不
正
の
手
段
に
よ
つ
て
試
験
を
受
け
、
又
は
受
け
よ
う
と
し
た
者
に
対
し
て
は
、
合
格
の

決
定
を
取
り
消
し
、
又
は
そ
の
試
験
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
試
験
の
免
除
）

第
三
十
九
条
の
二
　
一
の
指
定
地
域
で
行
わ
れ
た
試
験
に
合
格
し
た
者
が
、
当
該
試
験
に
合
格
し
た
日
か
ら
起
算
し

て
二
年
以
内
に
、
当
該
指
定
地
域
以
外
の
指
定
地
域
に
お
い
て
タ
ク
シ
ー
の
運
転
者
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
に

は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
試
験
を
免
除
す
る
。

（
登
録
実
施
機
関
又
は
適
正
化
事
業
実
施
機
関
の
公
示
等
）

第
三
十
九
条
の
三
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
実
施
機
関
又
は
適
正
化
事
業

実
施
機
関
に
試
験
事
務
を
行
わ
せ
る
と
き
は
、
そ
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
官
報
で
公
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
登
録
実
施
機
関
又
は
適
正
化
事
業
実
施
機
関
は
、
そ
の
名
称
又
は
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
国
土
交
通
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
規
定
）

第
四
十
条
　
第
十
八
条
（
第
一
項
第
五
号
を
除
く
。
）
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
四
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
、
第
二
十
三
条
並
び
に
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
は
、
登
録
実
施
機
関
が
試
験
事
務
を
行
う
場
合
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
特
定
指
定
地
域
」
と
あ
る
の

は
「
指
定
地
域
」
と
、
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
、
収
支
予
算
及
び
資
金
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
収
支
予

算
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
、
収
支
予
算
又
は
資
金
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
収
支
予
算
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

２
　
第
十
八
条
（
第
一
項
第
五
号
を
除
く
。
）
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
（
第
四
号
に
係
る
部
分
に
限

る
。
）
、
第
二
十
三
条
並
び
に
第
二
十
六
条
の
二
の
規
定
は
、
適
正
化
事
業
実
施
機
関
が
試
験
事
務
を
行
う
場
合
に

つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
、
収
支
予
算
及
び
資
金
計
画
」
と
あ
る
の

は
「
及
び
収
支
予
算
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
、
収
支
予
算
又
は
資
金
計
画
」
と
あ
る
の
は
「
又
は
収
支
予
算
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
実
施
機
関
又
は
適
正
化
事
業
実
施
機
関
が
試
験
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
規
定
の
適
用
）

第
四
十
一
条
　
登
録
実
施
機
関
又
は
適
正
化
事
業
実
施
機
関
が
試
験
事
務
を
行
う
場
合
に
お
け
る
第
三
十
九
条
第
二

項
か
ら
第
四
項
ま
で
及
び
第
六
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
地
方
運
輸
局
長
」
と
あ
る

の
は
、
「
登
録
実
施
機
関
」
又
は
「
適
正
化
事
業
実
施
機
関
」
と
す
る
。

（
試
験
手
数
料
）

第
四
十
二
条
　
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
三
千
四
百
円
の
手
数
料
を
地
方
運
輸
局
長
（
登
録
実
施
機
関
又
は

適
正
化
事
業
実
施
機
関
が
試
験
事
務
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
登
録
実
施
機
関
又
は
適
正
化
事
業
実
施
機
関
）
に

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
三
条
　
削
除

（
登
録
実
施
機
関
又
は
適
正
化
事
業
実
施
機
関
の
事
業
計
画
等
の
提
出
時
期
の
特
例
）

第
四
十
四
条
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
の
指
定
の
あ
つ
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
お
け
る
法
第
三
十
六
条
第
一
項

又
は
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
」
又
は

「
毎
事
業
年
度
開
始
の
日
の
十
五
日
前
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
」
と
し
、
法
第
四

十
九
条
第
一
項
の
処
分
の
あ
つ
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
お
け
る
法
第
四
十
九
条
第
六
項
若
し
く
は
第
七
項
に

お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
四
十
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
二
十

三
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
」
又
は
「
毎
事
業
年
度

開
始
の
日
の
十
五
日
前
ま
で
に
」
と
あ
る
の
は
「
試
験
事
務
を
行
う
こ
と
と
な
つ
た
後
遅
滞
な
く
」
と
す
る
。

（
権
限
の
委
任
）

第
四
十
四
条
の
二
　
法
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
、
地
方
運
輸
局
長
に
委

任
す
る
。

一
　
法
第
二
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
地
域
の
指
定

二
　
法
第
二
条
の
二
第
二
項
（
法
第
二
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
指

定
地
域
の
指
定
の
解
除

三
　
法
第
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
指
定
地
域
の
指
定

四
　
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
地
域
の
指
定

五
　
法
第
五
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
及
び
検
査

六
　
法
第
五
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
四
十

一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
封
印
の
取
付
け
及
び
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
識
別
情
報
の
通
知

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
運
輸
局
長
に
委
任
さ
れ
た
権
限
の
う
ち
法
第
五
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

道
路
運
送
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
検
査
証
の
返
納
の
受
理
及
び
自
動
車
登
録
番
号
標
の
領

置
並
び
に
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
自
動
車
検
査
証
及
び
自
動
車
登
録
番
号
標
の
返
付
は
、
運
輸
監
理
部
長
又

は
運
輸
支
局
長
に
委
任
す
る
。

３
　
法
第
五
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
の
権
限
は
、
地
方
運
輸
局
長
、
運
輸
監
理
部
長
及
び
運
輸

支
局
長
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
聴
聞
の
方
法
の
特
例
）

第
四
十
五
条
　
地
方
運
輸
局
長
は
、
そ
の
権
限
に
属
す
る
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
輸
送
施
設
の
使
用

の
停
止
若
し
く
は
事
業
の
停
止
の
命
令
又
は
免
許
の
取
消
し
の
処
分
に
係
る
聴
聞
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
そ
の

期
日
の
十
七
日
前
ま
で
に
、
当
該
事
案
の
件
名
に
番
号
を
付
し
、
そ
の
旨
を
地
方
運
輸
局
の
掲
示
板
に
掲
示
す
る

等
適
当
な
方
法
で
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

附
　
則
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
六
月
二
五
日
運
輸
省
令
第
二
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
五
月
二
八
日
運
輸
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
一
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
三
月
二
五
日
運
輸
省
令
第
一
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
二
二
日
運
輸
省
令
第
一
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
行
政
庁
が
法
律
若
し
く
は
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定

に
よ
り
し
た
許
可
、
認
可
そ
の
他
の
処
分
又
は
契
約
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
処
分
等
」
と
い
う
。
）
は
、
同
表

の
下
欄
に
掲
げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
庁
が
し
た
処
分
等
と
み
な
し
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
同
表
の
上
欄
に
掲
げ
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る
行
政
庁
に
対
し
て
し
た
申
請
、
届
出
そ
の
他
の
行
為
（
以
下
「
申
請
等
」
と
い
う
。
）
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
庁
に
対
し
て
し
た
申
請
等
と
み
な
す
。

北
海
海
運
局
長

北
海
道
運
輸
局
長

東
北
海
運
局
長
（
山
形
県
又
は
秋
田
県
の
区
域
に
係
る
処
分
等
又
は
申
請
等
に
係
る
場
合
を
除

く
。
）

東
北
運
輸
局
長

東
北
海
運
局
長
（
山
形
県
又
は
秋
田
県
の
区
域
に
係
る
処
分
等
又
は
申
請
等
に
係
る
場
合
に
限

る
。
）
及
び
新
潟
海
運
監
理
部
長

新
潟
運
輸
局
長

関
東
海
運
局
長

関
東
運
輸
局
長

東
海
海
運
局
長

中
部
運
輸
局
長

近
畿
海
運
局
長

近
畿
運
輸
局
長

中
国
海
運
局
長

中
国
運
輸
局
長

四
国
海
運
局
長

四
国
運
輸
局
長

九
州
海
運
局
長

九
州
運
輸
局
長

神
戸
海
運
局
長

神
戸
海
運
監
理
部
長

札
幌
陸
運
局
長

北
海
道
運
輸
局
長

仙
台
陸
運
局
長

東
北
運
輸
局
長

新
潟
陸
運
局
長

新
潟
運
輸
局
長

東
京
陸
運
局
長

関
東
運
輸
局
長

名
古
屋
陸
運
局
長

中
部
運
輸
局
長

大
阪
陸
運
局
長

近
畿
運
輸
局
長

広
島
陸
運
局
長

中
国
運
輸
局
長

高
松
陸
運
局
長

四
国
運
輸
局
長

福
岡
陸
運
局
長

九
州
運
輸
局
長

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
六
月
一
五
日
運
輸
省
令
第
二
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
一
二
月
二
四
日
運
輸
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
三
月
二
七
日
運
輸
省
令
第
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
七
月
二
〇
日
運
輸
省
令
第
二
四
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
二
二
日
運
輸
省
令
第
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
申
請
に
係
る
手
数
料
に
関
し
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
運
輸
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
か
ら
三
ま
で
　
略

四
　
第
三
条
、
第
十
八
条
、
第
四
十
四
条
及
び
第
四
十
五
条
の
規
定
　
平
成
六
年
十
月
一
日

附
　
則
　
（
平
成
六
年
九
月
三
〇
日
運
輸
省
令
第
四
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
行
政
手
続
法
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
十
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
聴
聞
に
関
す
る
規
定
の
整
備
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
運
輸
省
令
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
聴
聞
、
聴
問
若
し
く
は
聴
聞
会
（
不
利
益
処

分
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
た
め
の
手
続
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
関
係
省
令
の
相
当
規

定
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
一
二
月
一
五
日
運
輸
省
令
第
八
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
九
日
運
輸
省
令
第
三
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
一
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
国
土
交
通
省
令
第
七
二
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
七
月
一
一
日
国
土
交
通
省
令
第
一
〇
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
道
路
運
送
法
及
び
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

の
日
（
平
成
十
四
年
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
四
年
三
月
二
九
日
国
土
交
通
省
令
第
三
三
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
三
月
七
日
国
土
交
通
省
令
第
一
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
六
月
一
日
国
土
交
通
省
令
第
六
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
道
路
交
通
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日
（
平
成
十
九
年
六
月
二
日
）
か
ら

施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
使
用
さ
れ
て
い
る
原
簿
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
第
一
号
様
式

に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
六
月
一
三
日
国
土
交
通
省
令
第
四
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十

年
六
月
十
四
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
五
年
政
令
第
二
百

二
十
四
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
（
東
京
地
域
及
び
大
阪
地
域
に
限
る
。
）
内
に
営
業
所
を
有

す
る
個
人
タ
ク
シ
ー
事
業
者
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
十
三
日
ま
で
の
間
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
タ
ク
シ

ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る

自
動
車
で
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
当
該
営
業
所
に
配
置
し
て
い
る
も
の
に
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
タ

ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
二
十
九
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
表
示
灯
を
装
着
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
日
国
土
交
通
省
令
第
九
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
四
月
二
日
国
土
交
通
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
三
月
三
〇
日
国
土
交
通
省
令
第
二
八
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
七
月
六
日
国
土
交
通
省
令
第
七
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
及
び
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管

理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
次
条
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
の
日
（
平

成
二
十
四
年
七
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
月
二
四
日
国
土
交
通
省
令
第
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
特
定
地
域
に
お
け
る
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
の
適
正
化
及
び
活
性
化
に
関
す
る
特
別

措
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
（
タ
ク
シ
ー
業
務

適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
の
改
正
規
定
を
除
く
。
）
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
六
月
三
日
国
土
交
通
省
令
第
四
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
合
格
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
一
の
特
定
指
定
地
域
で
行
わ
れ
た
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則

第
三
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
理
の
試
験
に
合
格
し
た
者
は
、
当
該
特
定
指
定
地
域
で
行
わ
れ
る
試
験
に
お

い
て
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に

掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
合
格
点
を
得
た
者
と
み
な
し
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
同
号
に
掲
げ
る
科
目
に
係
る
試
験
を

免
除
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
六
月
三
〇
日
国
土
交
通
省
令
第
四
二
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
標
識
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
十
一
号
様
式
及
び
第

十
二
号
様
式
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い
る
標
識
は
、
当
分
の
間
、
改
正
後
の
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施

行
規
則
第
十
一
号
様
式
及
び
第
十
二
号
様
式
に
よ
る
標
識
と
み
な
す
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
三
日
国
土
交
通
省
令
第
九
八
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取

り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
二
月
二
八
日
国
土
交
通
省
令
第
七
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
二
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
申
請
書
、
証
明
書
そ
の
他
の
文
書

は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
八
月
一
日
国
土
交
通
省
令
第
六
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行

規
則
第
八
号
様
式
に
よ
る
運
転
者
証
及
び
第
十
三
号
様
式
に
よ
る
事
業
者
乗
務
証
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
な
お
こ
れ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
六
年
二
月
二
九
日
国
土
交
通
省
令
第
一
五
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
規
則
」
と

い
う
。
）
第
三
十
九
条
第
一
項
第
一
号
の
科
目
に
つ
い
て
合
格
点
を
得
た
者
で
あ
っ
て
、
同
条
第
五
項
の
通
知
が

あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の
が
タ
ク
シ
ー
の
運
転
者
に
な
ろ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
申
請
に
よ
り
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
施
行
規
則
第
三
十
九
条
第

一
項
に
規
定
す
る
試
験
（
次
項
に
お
い
て
「
新
試
験
」
と
い
う
。
）
を
免
除
す
る
。

３
　
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
内
の
営
業
所
に
属
す
る
登
録
運
転

者
（
同
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
運
転
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
が
乗
務
す
る
事
業
用
自
動
車
（
運
送
の
引
受
け
が
営
業
所
の
み
に
お
い
て
行

わ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
に
係
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
第
二
十
九
条
の

規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
起

算
し
て
五
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
間
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

一
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
当
該
指
定
地
域
内
の
営
業
所
に
属
す
る
登
録
運
転
者
で
あ
る
者
（
当
該
指
定
地

域
で
行
わ
れ
た
新
試
験
に
合
格
し
て
タ
ク
シ
ー
業
務
適
正
化
特
別
措
置
法
第
四
条
第
一
項
の
登
録
（
次
号
イ
に

お
い
て
「
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

二
　
施
行
日
以
後
に
当
該
指
定
地
域
内
の
営
業
所
に
属
す
る
登
録
運
転
者
と
な
っ
た
者
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
も
の

イ
　
登
録
の
申
請
前
二
年
以
内
に
通
算
九
十
日
以
上
当
該
指
定
地
域
内
に
お
い
て
一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送

事
業
者
の
事
業
用
自
動
車
の
運
転
者
で
あ
っ
た
者
（
既
に
当
該
指
定
地
域
で
行
わ
れ
た
新
試
験
に
合
格
し
て

登
録
を
受
け
た
者
を
除
く
。
）

ロ
　
施
行
日
前
に
当
該
指
定
地
域
で
行
わ
れ
た
試
験
に
つ
い
て
旧
規
則
第
三
十
九
条
第
四
項
の
合
格
証
の
交
付

を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
の
交
付
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
も
の

ハ
　
施
行
日
前
に
当
該
指
定
地
域
で
行
わ
れ
た
試
験
に
お
い
て
旧
規
則
第
三
十
九
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る

科
目
に
つ
い
て
合
格
点
を
得
た
者
で
あ
っ
て
、
同
条
第
五
項
の
通
知
が
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経

過
し
て
い
な
い
も
の

附
　
則
　
（
令
和
六
年
三
月
二
九
日
国
土
交
通
省
令
第
二
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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第
一
号
様
式
（
そ
の
一
）

第一号様式(その一) 

登 録 原 簿 (A) 

 登録番号   

 
運 転 免 許 証 の 番 号  登 録 年 月 日  

       年  月  日 
 

 
運転免許証の有効期限 運転免許の種類  

    年  月  日 1 大型 2 中型 3 普通 

 

写 真 

 フ リ ガ ナ  生 年 月 日  

氏 名 
 

   年  月  日 

住 所 コ ー ド  フリガナ 

住 所 

 

事業者コード   

 

年  月  日撮影       
事 業 者 

氏名又は名称 

住 所 

 

 

第
一
号
様
式
（
そ
の
二
）

第一号様式（その二）（昭60運令39・一部改正） 登録原簿 登録 登録番号 年月日 運転免許証の番 登録の消除の事由 号 登録の消除 運転免許証の有 効期限 運転免許の種類登録の禁止期間及び事由 登録の禁止 氏名 登録の効力の停止期間 登録の効力 生年月日停止 住所 事業者 備考 事業者 氏名又は名称住所 コード 注（その二）は、法第8条第1項の届出があつた事項を登録する場合、登録を消除する場合、登録を行わない旨の決定があつた場合及び登録の効力を停止する場合に記入し、記入年月日を付記するものとする。 （その一）及び（その二）の用紙の大きさは、それぞれ日本工業規格A列4番とする。  
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第
二
号
様
式
〔
第
３
条
〕

第二号様式〔第3条〕（平26国交令7・全改） 登録申請書 運転免許証の番号申請年月日 年月日 運転免許証の有効期限運転免許の種類 殿 年月日1大型2中型3普通 フリガナ生年月日 単位地域 1．大正 氏名2．昭和年月日 3．平成 住所コードフリガナ 住所 事業者コード 氏名又は名称 事業者 住所 申請者の氏名 住所 注運転免許の種類の欄及び生年月日の欄中番号が付されている事項は、該当する番号を〇で囲むこと。 住所コード及び事業者コードは、地方運輸局長（登録実施機関が登録事務等を行う場合には、登録実施機関）の定めるところにより記入すること。 用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。  

第
三
号
様
式

第三号様式（昭60運令39・平元運令24・平6運令12・平9運令81・令2国交令98・一部改正） 運転経歴書 氏名生年月日 住所 事業者等の証明 運転期間業務の内容 （氏名又は名称及び住所） 年月日から 日間 年月日まで 注業務の内容の欄は、タクシーの運転者又はハイヤーの運転者の別を記入すること。 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。  
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第
四
号
様
式

第四号様式（昭59運令18・昭60運令39・平元運令24・平6運令12・平9運令81・平20国交令43・一部改正） 登録事項変更等届出書 届出年月日 登録番号殿 年月日 （新）法第7条第1項第1号に該当運転免許の効力停止期間の短縮 運転免許証の番号 （旧） 運転免許証の（新） 有効期間（旧） 法第7条第1項第2号に該当法第7条第1項第5号に該当 （新） 運転免許の種類 （旧） フリガナ 氏名（新）事業者コード （旧）氏名又は 名称 （新） 住所コードフリガナ 事業者 （旧） （新）（新） 住所住所 （旧）（旧） 届出者の氏名 住所 注運転免許証の番号の欄及び氏名の欄は、運転免許証の番号又は氏名に変更がない場合にも記入するものとし、この場合の記入場所は、（旧）の欄とする。 法第7条第1項第1号に該当の欄は、法第7条第1項第1号に該当するに至つた事由及びその事由の存続する期間を記入すること。 法第7条第1項第2号に該当の欄は、法第7条第1項第2号に該当するに至つた事由を記入すること。 法第7条第1項第5号に該当の欄は、法第7条第1項第5号に該当するに至つた事由を記入すること。 住所コード及び事業者コードは、地方運輸局長（登録実施機関が登録事務等を行う場合には、登録実施機関）の定めるところにより記入すること。 用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。 
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第
五
号
様
式

第五号様式（平元運令24・平6運令12・平9運令81・一部改正） 更正登録申請書 登録番号 殿 運転免許証の番号申請年月日 年月日 フリガナ 申請者の氏名 氏名 住所 更正登録事項及び更正の事由 注用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。  

第
六
号
様
式

第六号様式（平元運令24・平6運令12・平9運令81・令2国交令98・一部改正） 登録消除申請書 登録番号 殿 運転免許証の番号申請年月日 年月日 フリガナ 申請者の氏名 氏名 住所 消除の事由 注用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。  
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第
七
号
様
式

第七号様式（平元運令24・平6運令12・平9運令81・令2国交令98・一部改正） 謄本交付（閲覧）請求書 登録番号殿 運転免許証の番号申請年月日 年月日 フリガナ 申請者の氏名又は名称 氏名 住所 請求枚数 登録原簿枚 登録原簿枚 注請求書の名称中不要の文字は、消すこと。 請求枚数の欄は、謄本の交付を請求する場合にのみ記入すること。 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。  

第
八
号
様
式
〔
第
１
１
条
〕
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第
九
号
様
式

第九号様式（平元運令24・平6運令12・平9運令81・令2国交令98・一部改正） 運転者証交付申請書 登録番号殿 運転免許証の番号申請年月日 年月日 フリガナ 申請者の氏名又は名称 氏名 住所 注用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。  

第
十
号
様
式

第十号様式（平元運令24・平6運令12・平9運令81・令2国交令98・一部改正） 訂正 運転者証申請書 再交付 登録番号殿 運転免許証の番号申請年月日 年月日 フリガナ 申請者の氏名又は名称 氏名 訂正の内容又は再交付の事由 住所 注申請書の名称中不要の文字は、消すこと。 用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。  
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第
十
号
様
式
の
二

第十号様式の二（平20国交令43・追加、令2国交令98・一部改正） 登録運転者業務経歴証明書交付申請書 登録番号殿 運転免許証の番号申請年月日 年月日 フリガナ申請者の氏名 氏名 住所 請求枚数 枚 注用紙の大きさは、日本産業規格A列4番とする。  

第
十
号
様
式
の
三

第十号様式の三（平20国交令43・追加） 登録運転者業務経歴証明書 登録番号運転免許証の番号 フリガナ生年月日 氏名 フリガナ 住所 事業者氏名又は名称 住所 区分業務経歴情報業務経歴詳細情報備考 年月日 地方運輸局長名又は登録実施機関名 注用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。  
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第
十
一
号
様
式

第十一号様式（平29国交令42・全改） 注文字、記号及び縁線は、黒色とし、縁及び地は、白色とする。ただし、標識を灯火により表示する場合においては、文字、記号及び縁線は、白色とし、縁及び地は、黒色とすることができる。 寸法の単位は、センチメートルとする。 標識の寸法は、道路の設計速度、道路の形状、交通の状況又は設置場所周辺の実情を考慮し、図示の寸法の2倍まで拡大し、又は容易に視認できる範囲において、図示の寸法の2分の1まで縮小することができる。  

第
十
二
号
様
式

第十二号様式（平29国交令42・全改） （その一） 注（その二）の図示の数字は、旅客のタクシーへの乗車を禁止する時間の例示とし、図示の「23：00―2：00」は、23時から2時までであることを示す。 （その三）及び（その五）の矢印の方向は、旅客のタクシーへの乗車を禁止する地区の内側を示す。 （その四）は、旅客のタクシーへの乗車を禁止する地区内であることを示す。 （その一）の文字及び記号は、青色とし、枠及び斜めの帯は、赤色とし、縁及び地は白色とする。 （その二）の数字及び記号は、黒色とし、地は白色とする。 （その三）、（その四）及び（その五）の記号は赤色とし、地は白色とする。 寸法の単位は、センチメートルとする。 （その二）から（その五）までは、（その一）の柱の部分に取り付ける。 （その一）について、標識の寸法は、道路の設計速度、道路の形状、交通の状況又は設置場所周辺の実情を考慮し、図示の寸法の2倍まで拡大し、又は容 易に視認できる範囲において、図示の寸法の2分の1まで縮小することができる。 （その二）から（その五）までについて、の規定による（その一）の拡大率又は縮小率と同じ比率で拡大し、又は縮小することができる。 

15



 

第
十
三
号
様
式
〔
第
３
０
条
〕
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第
十
四
号
様
式

第十四号様式（昭59運令18・平元運令24・平6運令12・平9運令81・平13国交令105・一部改正） 事業者乗務証交付申請書 許可番号殿 申請年月日 運転免許証 年月日 の有効期限年月日 フリガナ 申請者の氏名 氏名 住所 注許可番号の欄は、一般乗用旅客自動車運送事業の許可を受けた際に地方運輸局長が当該許可に付した番号を記入すること。 用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。  

第
十
五
号
様
式

第十五号様式（昭59運令18・平元運令24・平6運令12・平9運令81・平13国交令105・一部改正） 事業者乗務証訂正 再交付 申請書 許可番号殿 申請年月日 運転免許証 年月日 の有効期限年月日 フリガナ 申請者の氏名 氏名 住所 訂正の内容又は再交付の事由 注申請書の名称中不要の文字は、消すこと。 許可番号の欄は、一般乗用旅客自動車運送事業の許可を受けた際に地方運輸局長が当該許可に付した番号を記入すること。 用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。  
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第
十
六
号
様
式

第十六号様式（平元運令24・平6運令12・平9運令81・平13国交令105・平 27国交令45・一部改正） 受験申請書 殿 年月日 申請者の氏名 生年月日 住所 タクシー業務適正化特別措置法の規定に基づく地域に 係る輸送の安全及び利用者の利便の確保に関する試験の受験 を申請します。 注用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。  

第
十
七
号
様
式

第十七号様式（昭59運令18・平元運令24・平6運令12・平13国交令105・平27国交令45・一部改正） 合格証 氏名 生年月日 上記の者は、年月日に実施したタクシー業務適正化特別措置法の規定に基づく地域に係る輸送の安全及び利用者の利便の確保に関する試験に合格したことを 証する。 年月日 地方運輸局長名、登録実施機関名又は適正化事業実施機関名印 注用紙の大きさは、日本工業規格A列4番とする。  
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別
表
〔
第
２
９
条
〕

注（
１
）
　
「
タ
ク
シ
ー
」
、
「
Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
」
又
は
「
個
人
」
の
表
示
は
、
ペ
ン
キ
等
に
よ
る
横
書
き
と
し
、
自
動
車
の
両

側
面
に
行
う
こ
と
。

（
２
）
　
表
示
灯
は
、
自
動
車
の
屋
根
の
上
に
自
動
車
の
前
後
か
ら
見
易
い
よ
う
に
装
着
す
る
こ
と
。

附
則
別
記
様
式

附則別記様式 運転者証交付申請書 下記の登録運転者に係る運転者証の交付を申請します。 殿昭和年月日 申請者の氏名又は名称印 住所 フリガナ 登録番号運転免許証の番号 氏名  
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